
去
る
4
月
14
日
、債
権
に

関
わ
る
民
法
の
改
正
案

が
衆
議
院
を
通
過
し
た
。

今
国
会
で
成
立
改
正
さ

れ
れ
ば
、2
0
1
9
年
秋

以
降
の
施
行
と
な
る
。賃

貸
業
界
に
関
す
る
事
項

は
、こ
れ
ま
で
の
判
例
を

基
に
お
お
む
ね
実
態
に

伴
っ
た
内
容
に
改
正
さ

れ
る
見
込
み
だ
。

今
回
の
改
正
で
注
目
さ

れ
て
い
る
の
は
、主
に
個

人
保
証
の
制
限
と
敷
金

の
定
義
が
設
け
ら
れ
た

事
だ
。

例
え
ば
、賃
貸
借
契
約
時

に
個
人
が
連
帯
保
証
人

に
な
っ
て
い
る
場
合
、連

帯
保
証
極
度
額
の
開
示

が
必
要
に
な
る
。こ
れ
ま

で
未
払
い
家
賃
や
入
居

者
の
過
失
に
よ
る
部
屋

の
損
傷
を
改
修
す
る
費

用
な
ど
、責
任
の
範
囲
は

賃
借
人
と
同
様
と
考
え

ら
れ
、保
証
の
極
度
額
は

設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、施
行
後
は
連
帯
保

証
人
の
契
約
書
に
極
度

額
が
設
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。「
家
賃
10
ヵ
月

分
」や
「
1
0
0
万
円
ま

で
」と
い
っ
た
内
容
だ
。

さ
ら
に
、国
土
交
通
省
が

連
帯
保
証
極
度
額
の
基

準
を
設
け
る
可
能
性
も

あ
る
。し
か
し
、こ
れ
ま

で
無
か
っ
た
責
任
の
範

囲
を
明
記
す
る
事
で
、保

証
金
額
に
負
担
に
感
じ
、

連
帯
保
証
人
に
な
る
事

を
避
け
る
人
も
増
え
、家

賃
保
証
債
務
保
証
会
社

の
利
用
が
増
え
る
と
考

え
ら
れ
る
。

賃
貸
借
契
約
に
関
し
て

は
、新
た
に
「
敷
金
」が

定
義
づ
け
さ
れ
、原
状
回

復
義
務
に
つ
い
て
も
明

文
化
さ
れ
る
。賃
貸
人
は

賃
貸
借
契
約
終
了
時
に
、

敷
金
を
返
還
す
る
事
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
。ま
た

原
状
回
復
に
つ
い
て
は
、

賃
借
人
が
通
常
使
用
し

た
場
合
の
損
耗
と
経
年

変
化
に
つ
い
て
は
修
理

し
な
く
て
よ
い
と
明
記

さ
れ
た
。日
常
生
活
で
生

じ
る
ク
ロ
ス
や
畳
の
日

焼
け
な
ど
に
つ
い
て
は

賃
借
人
に
原
状
回
復
義

務
が
生
じ
ず
、故
意
に
よ

る
損
傷
や
破
損
な
ど
に

つ
い
て
は
義
務
を
負
う

と
す
る
内
容
だ
。退
去
時

の
原
状
回
復
ト
ラ
ブ
ル

の
発
生
を
抑
止
す
る
目

的
と
い
う
意
味
で
は
、敷

金
の
取
り
扱
い
に
関
し

て
従
来
と
か
い
離
す
る

点
は
無
い
が
、今
回
の
改

正
内
容
の
報
道
で
、「
敷

金
は
必
ず
返
っ
て
く
る

も
の
」と
い
う
異
な
っ
た

解
釈
の
認
知
が
広
が
り
、

必
要
以
上
に
敷
金
の
返

却
を
求
め
る
消
費
者
が

増
え
る
事
も
懸
念
さ
れ

る
。今
後
管
理
会
社
は
、よ

り
的
確
な
説
明
が
出
来

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

ま
た
、大
阪
や
福
岡
な
ど

の
一
部
地
域
で
は
、「
敷

引
き
」の
習
慣
が
あ
る
。

入
居
時
に
支
払
っ
た
敷

金
か
ら
、退
去
時
に
室
内

の
状
態
に
関
係
な
く
一

定
額
を
差
し
引
い
て
入

居
者
に
敷
金
全
額
を
返

金
し
な
い
制
度
だ
。敷
引

き
を
適
応
さ
せ
て
い
る

物
件
で
は
、条
件
の
見
直

し
が
必
要
と
な
る
。入
居

促
進
や
退
去
時
の
ト
ラ

ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、す
で

に
敷
引
き
で
は
無
く
、礼

金
の
活
用
が
推
奨
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
民
法
改
正
案
は
、

2
0
1
9
年
秋
か
ら

2
0
2
0
年
の
施
行
が

見
込
ま
れ
る
。

参
考
／
全
国
賃
貸
住
宅

新
聞
2
0
1
7
年
4
月

24
日
の
記
事
よ
り

こ
の
広
い
地
球
上
で
の
出
会
い
は

奇
跡
に
近
い
。一期
一会
の
言
葉
に

深
く
共
鳴
し
て
い
ま
す
。

尾
道
の
西
隣
に
あ
る
城

下
町
三
原
は
、風
光
明
媚

な
港
街
で
す
。四
国
に
渡

る
「
し
ま
な
み
海
道
」
が

整
備
さ
れ
た
事
で
、全
方

位
に
向
け
て
交
通
ア
ク

セ
ス
が
良
い
場
所
と
な

り
ま
し
た
。瀬
戸
内
海
に

面
し
て
い
る
た
め
、当
然

海
鮮
物
は
美
味
し
く
、住

む
に
は
良
い
環
境
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
穏
や

か
な
地
方
都
市
な
の
で
、

お
客
様
は
主
に
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
が
多
い
で
す
。

一
方
で
、重
工
業
、繊
維
、

造
船
等
の
比
較
的
に
大

き
な
企
業
も
あ
り
ま
す

の
で
、
社
宅
や
寮
等
の

ニ
ー
ズ
が
多
い
と
い
う

一
面
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、こ
の
会
社
に
入
社

し
て
4
年
目
に
な
り
ま

す
。新
人
研
修
で
1
ヵ
月

間
だ
け
福
山
駅
前
店
に

い
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
が
、そ
れ
以
外
は
全
て

三
原
店
勤
務
で
す
。物
件

の
事
は
勿
論
の
事
、
美

味
し
い
お
好
み
焼
き
の

事
ま
で
、
三
原
の
事
な

ら
何
で
も
聞
い
て
く
だ

さ
い
。（
笑
）

現
在
、三
原
店
は
店
長
不

在
な
の
で
、副
店
長
の
私

が
そ
の
責
任
を
担
っ
て

運
営
を
し
て
い
ま
す
。お

蔭
様
で
、売
上
は
こ
れ
ま

で
順
調
に
推
移
し
、今
年

度
は
一
層
の
飛
躍
の
年

と
考
え
て
い
ま
す
。春
の

繁
忙
期
が
過
ぎ
た
か
ら

と
言
っ
て
安
心
は
出
来

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の

「
動
き
」が
、次
期
の
勝
敗

を
決
め
る
と
気
を
引
き

締
め
て
い
ま
す
。
特
に
、

昨
年
の
冬
か
ら
任
さ
れ

て
い
る
60
軒
余
り
の
管

理
物
件
を
掌
握
す
る

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い

ま
す
。物
件
は
三
原
か
ら

広
島
に
か
け
て
広
範
囲

に
存
在
し
ま
す
の
で
、今

の
う
ち
に
し
っ
か
り
と

一
軒
一
軒
お
訪
ね
し
て
、

オ
ー
ナ
ー
様
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ

て
お
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
や
は
り
、
電
話
だ

け
で
は
本
当
の
信
頼
に

は
繋
が
り
ま
せ
ん
。

私
の
座
右
の
銘
は
、「
一

期
一
会
」
で
す
。
こ
の
広

い
地
球
上
で
誰
か
と
出

会
う
偶
然
は
奇
跡
に
近

い
の
で
、営
業
職
に
と
っ

て
は
特
に
身
に
沁
み
る

言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。一

人
で
も
多
く
の
オ
ー

ナ
ー
様
に
、私
や
三
原
店

を
信
頼
し
て
頼
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、

「
任
せ
て
よ
か
っ
た
！
」

と
褒
め
言
葉
を
言
っ
て

貰
え
た
ら
、ど
ん
な
に
幸

せ
な
事
か
と
思
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
2

児
の
父
親
で
す
。オ
フ
の

日
は
、す
っ
か
り
子
供
中

心
の
生
活
に
な
っ
て
い

ま
す
。
G
W
も
、
広
島
の

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
島
根
の
水
族
館

「
ア
ク
ア
ス
」
に
車
で
出

か
け
ま
し
た
。楽
し
か
っ

た
の
で
す
が
、予
想
ど
お

り
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ

て
ひ
ど
い
目
に
遭
い
ま

し
た
。で
も
、中
学
、高
校

と
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
や
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、体
力

に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。

一
応
で
す
が
、高
校
で
は

県
の
ベ
ス
ト
8
ま
で
行
っ

た
事
が
あ
り
ま
す
。（
笑
）

今
年
は
、
出
来
る
限
り

オ
ー
ナ
ー
様
を
ご
訪
問

い
た
し
ま
す
の
で
、そ
の

節
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（株）ケイアイホーム 三原店
副店長 西田 翔平

題
は
な
く
、良
か
っ
た
と

な
り
ま
す
が
、賃
貸
住
宅

の
場
合
は
、快
適
な
住
空

間
が
保
証
さ
れ
た
建
物

で
数
十
年
に
わ
た
っ
て

賃
貸
経
営
す
る
の
で
す

か
ら
、建
物
が
完
成
し
て

か
ら
が
本
当
の
勝
負
と

な
り
ま
す
。

従
っ
て
前
述
の
通
り
、需

要
が
見
込
め
な
い
土
地

に
、い
く
ら
最
新
設
備
の

快
適
な
賃
貸
住
宅
を
建

て
て
も
、賃
貸
経
営
は
厳

し
い
局
面
に
立
た
さ
れ

る
と
い
う
事
に
な
り
ま

す
。

「
賃
貸
住
宅
の
課
題
と
問

題
点
」
は
、
ほ
ぼ
こ
れ
に

尽
き
ま
す
。需
要
の
見
込

め
る
土
地
に
、特
徴
を
持

た
せ
た
（
個
性
化
、
差
別

化
を
配
慮
し
た
）
、
最
新

の
賃
貸
住
宅
を
建
て
る

事
が
成
功
へ
の
第
一
歩

で
す
。立
地
と
地
域
市
場

性
を
十
分
に
考
慮
し
た

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
最
も

大
事
だ
と
言
え
ま
す
。

（
次
号
に
続
く
）

成
功
す
る
賃
貸
経
営
の

最
大
の
秘
訣
は
、「
賃
貸

住
宅
の
需
要
が
見
込
め

る
土
地
（
場
所
）
で
経
営

す
る
事
」
に
尽
き
ま
す
。

し
か
も
、
20
〜
30
年
程
度

の
長
期
ス
パ
ン
で
大
丈

夫
と
い
う
予
測
が
立
っ

て
初
め
て
賃
貸
経
営
に

踏
み
込
め
る
も
の
で
す
。

今
の
住
宅
事
情
は
、
分

譲
、
建
て
売
り
、
賃
貸
も

含
め
て
建
築
基
準
法
の

改
定
と
と
も
に
内
容
、と

く
に
設
備
機
器
類
が
格

段
に
良
く
な
っ
て
い
ま

す
。10
年
と
か
15
年
前
の

住
宅
に
比
べ
、
性
能
、
機

能
面
で
品
質
が
向
上
し

て
い
ま
す
。名
前
の
知
ら

れ
た
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

や
建
設
会
社
に
建
設
を

依
頼
す
れ
ば
、か
な
り
上

質
の
も
の
が
完
成
し
、入

居
者
に
喜
ば
れ
る
賃
貸

住
宅
が
建
つ
の
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

自
宅
の
場
合
は
、住
宅
が

建
っ
て
快
適
に
暮
ら
す

事
が
出
来
れ
ば
何
ら
問

第
2
部
は
、（
株
）ユ
ー
エ

ム
イ
ー
の
代
表
取
締
役

社
長
の
内
野
雅
和
氏
に

よ
る
『
Ｉ
Ｏ
Ｔ
が
変
え

る
不
動
産
の
未
来
』と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。両
氏
の
講

演
に
対
し
て
、両
会
場
に

来
場
さ
れ
た
オ
ー
ナ
ー

の
皆
様
は
、今
後
の
賃
貸

経
営
の
参
考
に
し
よ
う

と
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
株
）ケ
イ
ア
イ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
は
、今
後
も
こ

の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
を

定
期
的
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。お
時
間
の
許
す

方
は
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

５
月
20
日
は
広
島
の

R
C
C
文
化
セ
ン
タ
ー
、

21
日
は
岡
山
の
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、オ
ー

ナ
ー
様
を
招
い
て
の
「
賃

貸
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。両
会
場

と
も
、5
月
と
は
思
え
な

い
程
の
気
温
の
中
、会
場

は
ほ
ぼ
満
席
の
状
態
で

し
た
。広
島
で
は
加
川
支

店
長
、岡
山
で
は
堀
江
支

店
長
が
オ
ー
ナ
ー
様
へ

の
日
頃
の
感
謝
を
述
べ

た
挨
拶
か
ら
セ
ミ
ナ
ー

は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

第
1
部
は
、J
P
M
C
日

本
管
理
セ
ン
タ
ー
（
株
）

取
締
役
専
務
執
行
役
員

の
武
井
大
氏
に
よ
る
『
プ

ロ
が
教
え
る
賃
貸
経
営

術
！
』と
題
し
て
講
演
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
土
地
活
用
と
賃
貸
経
営
」に
つ

い
て
シ
リ
ー
ズ
で
解
説
し
て
い
き
ま
す
。第
14
回
目
は
、

「
賃
貸
経
営
に
関
す
る
課
題
と
問
題
点
」で
す
。

シ
リ
ー
ズ「
土
地
活
用
と
賃
貸
経
営
」

シ
リ
ー
ズ「
土
地
活
用
と
賃
貸
経
営
」
Ｖｏｌ.
14

今
回
は
、（
株
）ケ
イ
ア
イ
ホ
ー
ム 

三
原
店 

西
田
翔
平
副
店
長
編
で
す
。

ケ
イ
ア
イ
ホ
ー
ム（
ア
パマ
ン
シ
ョッ
プ
）各
店
と

ケ
イ
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の
ス
タ
ッ
フ
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ケ
イ
ア
イ
グ
ル
ー
プ
店
舗
・
事
業
部
ス
タ
ッ
フ
紹
介

ケ
イ
ア
イ
グ
ル
ー
プ
店
舗
・
事
業
部
ス
タ
ッ
フ
紹
介

施
工
後
は
、

家
賃
債
務
保
証
会
社
の

利
用
増
加
か
？

債
権
に
関
わ
る
民
法
改
正
案
が
衆
議
院
を
通
過

（株）ケイアイホーム 三原店
〒723-0016 広島県三原市宮沖1丁目1-1

※賃貸経営セミナー風景

2017年
6月号

ケ
イ
ア
イ
通
信

（1） 2017年 6月号 ケイアイ通信 〈第036号〉 （4） 2017年 6月号 ケイアイ通信 〈第036号〉

ケイアイグループ会報紙ケイアイグループ会報紙

５
月
20
日
・
21
日
の
両
日
、広
島
と
岡
山
で

そ
れ
ぞ
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
の

「
賃
貸
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。



■全国賃貸物件家賃動向 29年3月末調査

東京100％

都道府県 （円） 前年同月比 （円） 前年同月比 （円） 前年同月比 （円） 前年同月比 水準

埼玉県 50,897 1.2% 62,718 -0.3% 75,669 0.7% 58,705 1.6% 83%

千葉県 49,347 0.3% 60,269 -0.4% 72,336 -5.7% 55,008 -1.1% 78%

東京都 66,651 1.2% 91,278 4.8% 97,579 -1.4% 70,823 1.4% 100%

神奈川県 54,774 0.2% 75,136 -0.7% 85,233 -4.3% 62,482 -1.0% 88%

静岡県 48,375 4.0% 55,849 -1.4% 65,920 -2.1% 53,023 1.9% 75%

愛知県 46,449 0.3% 54,945 -6.8% 63,766 0.0% 51,407 -3.6% 73%

奈良県 45,493 0.4% 53,722 -0.1% 56,759 -9.9% 50,401 -1.7% 71%

和歌山 41,818 -1.6% 51,237 1.3% 57,325 1.1% 47,968 0.1% 68%

京都府 50,038 -1.3% 68,866 -0.4% 77,598 0.2% 54,405 -1.1% 77%

大阪府 51,071 5.5% 67,876 0.4% 76,268 0.2% 55,825 1.8% 79%

兵庫県 49,773 2.4% 62,941 -2.6% 79,668 -0.7% 57,041 -1.4% 81%

鳥取県 39,258 -0.8% 51,084 3.1% 59,749 0.6% 45,481 0.4% 64%

岡山県 44,069 2.6% 54,335 0.0% 63,914 1.2% 49,098 1.2% 69%

島根県 43,148 2.9% 54,266 -2.0% 55,383 -3.7% 47,661 0.1% 67%

広島県 44,121 0.3% 58,472 0.7% 69,651 2.9% 49,985 -0.4% 71%

山口県 37,721 -1.0% 51,192 4.3% 61,070 1.9% 43,967 -0.7% 62%

徳島県 37,988 -2.4% 49,738 -4.9% 63,497 -7.3% 43,237 -8.3% 61%

香川県 40,619 0.4% 51,812 -0.2% 59,317 -1.0% 45,976 1.0% 65%

愛媛県 39,752 2.4% 51,163 1.7% 55,991 -1.8% 46,176 0.3% 65%

高知県 40,272 -1.3% 53,251 1.7% 59,712 0.0% 45,736 0.1% 65%

福岡県 43,749 0.0% 61,247 0.2% 70,804 1.0% 50,331 -0.2% 71%

全国 47,359 1.5% 58,224 0.2% 67,260 -0.3% 52,337 0.7% 74%
※資料出所：㈱全管協共済会　小額短期保険契約実績より

※総平均賃料は、1部屋から3部屋まですべてのデータより算出したものです。 

■お客様から当グループへの物件問い合わせ家賃動向（参考） 29年3月末調査

東京100％

所在地 （円） 前年同月比 （円） 前年同月比 （円） 前年同月比 （円） 前年同月比 水準

広島市/廿日市 62,464 1.6% 62,508 1.3% 62,578 -10.7% 62,502 1.7% 88%

三原市 40,000 -9.1% 56,200 7.9% 64,400 3.5% 53,500 1.5% 76%

福山市 42,000 8.8% 60,800 7.4% 83,000 36.1% 61,900 19.0% 87%

倉敷市 42,726 -9.8% 55,318 -2.6% 65,947 12.6% 52,169 -3.7% 74%

岡山市 43,807 -8.0% 56,821 -16.1% 81,682 16.4% 54,348 -8.5% 77%

1部屋 2部屋 3部屋 総平均賃料

1部屋 2部屋 3部屋 総平均賃料

「データCLIP」ケイアイお役立ち情報全国の家賃・間取り動向及び
グループ内の問い合わせ動向

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。季
節

の
変
わ
り
目
で
体
調
を

崩
さ
れ
て
い
る
方
を
多

く
お
見
か
け
し
ま
す
。ど

う
ぞ
健
康
管
理
に
は
ご

留
意
く
だ
さ
い
。さ
て
、

最
近
の
こ
と
で
す
が
お

客
様
か
ら
「
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ（
イ
デ
コ
）」に
関
す
る

質
問
が
増
え
て
き
ま
し

た
。金
融
機
関
が
経
営
者

や
地
主
さ
ん
に
対
し
て

積
極
的
に
お
勧
め
し
て

い
る
よ
う
で
す
。「
ｉ
Ｄ

ｅ
Ｃ
ｏ
」と
は
愛
称
で
、

正
式
に
は
個
人
型
確
定

拠
出
年
金
と
い
い
、公
的

年
金
制
度
の
一
つ
に
位

置
付
け
ら
れ
ま
す
。同
じ

公
的
年
金
で
あ
る
国
民

年
金
や
厚
生
年
金
は
国

や
企
業
が
責
任
を
負
う

の
に
対
し
、「
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ
」は
自
己
責
任
と
な
り

ま
す
。毎
月
の
掛
金
は
自

由
に
変
更
で
き
ま
す
が

最
低
掛
金
は
5,
0
0
0

円
で
す
。現
在
自
分
が
ど

の
公
的
年
金
に
入
っ
て
い

る
か
に
よ
っ
て
限
度
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、会
社
員

の
場
合
は
強
制
加
入
で
あ

る
厚
生
年
金
に
加
え
て
、

お
勤
め
先
の
企
業
年
金

制
度
の
有
無
に
よ
っ
て

限
度
が
1
2,
0
0
0
円
、

2
0,
0
0
0
円
、2
3,

０
０
０
円
の
い
ず
れ
か

に
な
り
ま
す
。す
べ
て
自

己
責
任
な
の
で
運
用
商

品
も
自
分
で
選
び
ま
す

し
、元
本
割
れ
の
リ
ス
ク

も
あ
り
ま
す
。60
歳
ま
で

解
約
で
き
ま
せ
ん
（
60

歳
ま
で
掛
け
止
め
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
）。こ

の
よ
う
に
リ
ス
ク
が
あ

る
一
方
メ
リ
ッ
ト
も
沢

山
あ
り
ま
す
。最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
掛
金
の
全
額

が
所
得
控
除
と
な
る
こ

と
で
す
。会
社
員
の
場
合

「
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
」の
上
限

で
は
2
7
6,
0
0
0
円

の
控
除
が
あ
り
ま
す
。税

率
20
％
の
場
合
、20
％
の

利
回
り
を
得
た
の
と
同

じ
効
果
で
す
。60
歳
に
な

る
と
退
職
金
か
年
金
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き

税
法
上
も
優
遇
措
置
が

あ
り
ま
す
。リ
ス
ク
を
と

る
か
、メ
リ
ッ
ト
を
と
る

か
、自
己
責
任
で
す
。

賃貸経営者が知っておきたい
“あれ屋これ家”税務編●36

「
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ（
イ
デ
コ
）」

岡山さくら税理士法人
代表税理士　吉田洋介

（
株
）ケ
イ
ア
イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

岡
山
支
店 

支
店
長 

堀
江
祐
樹

（
株
）ケ
イ
ア
イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

岡
山
支
店 

支
店
長 

堀
江
祐
樹

役
員
室
だ
よ
り

役
員
室
だ
よ
り

堀江  祐樹プロフィール

・生年月日／1984年6月20日
・出身地／広島県
・趣味／ゴルフ
・好きな食べ物／スシ、焼肉、広島風お好み焼き
・座右の銘／拙速は巧遅に勝る
・カラオケの18番／桑田佳祐（社内で１番似ています。）

改
革
を
繰
り
返
し
、そ
れ
が
常
道
と
な
る
。一丸
と
な
って
、も
っ
と
高
み
を
目
指
し
た
い
。

（株）ケイアイコミュニティ
岡山支店 支店長 堀江祐樹

私
は
入
社
後
す
ぐ
に
現

部
署
に
配
属
さ
れ
、こ
の

6
年
間
は
無
我
夢
中
で

し
た
が
、い
つ
の
間
に
か

岡
山
支
店
を
預
か
る
立

場
と
な
り
ま
し
た
。一
人

で
も
多
く
こ
の
会
社
の

フ
ァ
ン
を
増
や
し
、多
く

の
社
員
に
成
長
し
て
ほ

し
い
、一
軒
で
も
多
く
の

管
理
物
件
の
空
室
を
埋

め
た
い
等
、沢
山
の
想
い

を
持
っ
て
、日
々
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

お
陰
様
で
、毎
年
ほ
ぼ
目

標
を
達
成
し
、近
年
は
特

に
部
署
一
丸
と
な
っ
て

意
気
軒
昂
た
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。こ
の
流
れ
を

是
と
し
更
な
る
飛
躍
を

遂
げ
る
為
に
、こ
れ
ま
で

縦
割
り
だ
っ
た
窓
口
を

来
期
か
ら
一
つ
に
絞
っ

た
担
当
制
と
し
、今
ま
で

以
上
に
オ
ー
ナ
ー
様
の

利
便
性
を
図
る
事
に
致

し
ま
し
た
。ま
た
、部
署

内
で
の
「
報
」「
連
」「
相
」

な
ど
の
社
会
人
基
礎
力

を
徹
底
指
導
し
て
い
ま

す
。

今
ま
で
ス
タ
ッ
フ
に
対

し
て
は
か
な
り
厳
し
い

と
自
負
し
て
い
る
私
で

す
が
、最
近
は
少
し
丸
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

ま
だ
32
歳
で
す
か
ら
丸

く
な
る
の
は
少
し
早
過

ぎ
る
よ
う
な
気
も
し
ま

す
が
、素
直
に
ス
タ
ッ
フ

の
話
が
聴
け
、問
題
点
を

一
早
く
正
確
に
掴
め
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、昨
年
9
月
に

グ
ル
ー
プ
で
開
発
し
た

仲
介
業
者
様
向
け
サ
イ

ト
「
ケ
イ
ア
イ
空
室
ウ
ェ

ブ
」は
、住
居
、店
舗
、駐

車
場
等
の
新
規
物
件
情

報
を
毎
日
欠
か
さ
ず
更

新
し
、情
報
も
見
や
す
く

充
実
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の

紙
媒
体
と
は
比
べ
物
に

な
ら
な
い
情
報
量
と
ス

ピ
ー
ド
を
誇
り
、仲
介
業

者
様
か
ら
大
変
ご
好
評

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、私
の
近
年
の
目

標
は
、こ
の
会
社
で
役
員

に
な
る
事
で
す
。サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
身
で
す
が
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と

同
じ
気
持
ち
で
自
分
の

ス
テ
ー
ジ
を
高
め
会
社

に
貢
献
す
る
事
で
、日
頃

よ
り
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
家
主
様
や
入
居
者

様
、パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の

皆
様
の
お
役
に
立
ち
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、「
補
修
を
怠
っ

た
家
主
に
対
す
る
敷
金

返
還
請
求
」に
つ
い
て

で
す
。

◆
事
案
の
概
要
◆

賃
借
人
X
は
平
成
15
年

6
月
28
日
、貸
主
Y
と
の

間
で
ア
パ
ー
ト
の
賃
貸

借
契
約
を
締
結
し
た
。X

は
当
該
契
約
前
の
6
月

18
日
に
手
付
金
5
万
円

を
支
払
い
、敷
金
等
21
万

円
余
も
支
払
っ
た
。上
記

契
約
に
際
し
て
X
は
、畳

の
交
換
等
の
補
修
を
求

め
た
が
、Y
は
費
用
の
半

分
を
X
に
求
め
、現
状
の

ま
ま
で
の
入
居
を
求
め

た
。本
件
契
約
後
、X
が

現
状
の
ま
ま
入
居
す
る

か
迷
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

Y
か
ら
契
約
の
中
止
を

認
め
る
と
言
わ
れ
た
の

で
、本
件
契
約
を
解
除
し

て
上
記
預
入
金
26
万
円

余
の
返
還
を
求
め
た
。Y

は
ア
パ
ー
ト
の
襖
に
つ

い
て
、同
年
7
月
10
日
頃

に
張
り
替
え
る
事
を
予

定
し
、畳
も
交
換
す
る
予

定
に
し
て
い
た
と
主
張
。

さ
ら
に
本
件
契
約
に
お

い
て
、賃
借
人
の
都
合
に

よ
り
本
件
契
約
を
解
約

す
る
時
は
、解
約
日
の

3
ヵ
月
前
に
書
面
に
よ

り
賃
貸
人
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、

こ
れ
に
従
っ
た
解
約
を

し
な
い
場
合
に
は
、賃
借

人
は
賃
貸
人
に
対
し
、賃

料
と
共
益
費
の
合
計
額

の
6
ヵ
月
分
を
保
証
す

る
旨
の
合
意
が
な
さ
れ

て
い
る
事
、X
は
こ
れ
に

沿
っ
た
解
約
を
し
て
い

な
い
の
で
、本
件
契
約
解

除
の
効
果
は
認
め
ら
れ

な
い
事
、賃
借
人
が
賃
貸

人
に
一
旦
払
っ
た
礼
金

や
家
賃
ま
た
は
共
益
費

は
一
切
返
還
し
な
い
と

す
る
合
意
が
あ
る
の
で
、

Ｙ
に
返
還
す
る
義
務
は

な
い
等
と
し
て
争
っ
た
。

◆
判
決
の
ま
と
め
◆

契
約
に
先
立
っ
て
借
主

が
媒
介
業
者
に
支
払
う

金
銭
で
、順
位
確
保
の
性

格
を
持
つ
預
り
金
ト
ラ

ブ
ル
は
多
い
。本
件
は
直

接
契
約
当
事
者
で
あ
る

家
主
に
支
払
っ
て
い
る

事
等
か
ら
、「
手
付
金
」と

し
て
認
定
さ
れ
X
の
請

求
を
容
認
し
た
。

※
出
典
・
国
土
交
通
省
「
不

動
産
ト
ラ
ブ
ル
事
例
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」

不動産関連のトラブル事例 その30
このコーナーでは毎回、国土交通省「不動産トラブル事例データベース」より様々な事例をピックアップしてご紹介します。
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